
～家族でワンチーム～

お手伝いを頼んでも「え～なんでやらなきゃいけないの？」「またやるの？」「わたしばっかり」なんて言葉が聞かれ

たりします。子どもたちのなかに「家事はお母さんがやるもの」と思われていませんか？

そうなるとお手伝いは、お母さんがやらなければならないことを代わりにやらされているという思いが強くなり、お

母さんがイラッとする言葉が返ってきてしまいます。

そこにはお父さんや家族の協力が必要です。お父さんや他の大人が「家族はひとつのチーム。そしてあなたはチーム

の一員として果たすべき役割がある」という意識を持たせてあげましょう。お父さんや大人がゴロゴロしながら「お

前、お母さん手伝ってやれよ」と言っても説得力はゼロです。大人から「一緒にやろう！」と誘ってあげましょう。
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